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平成２1 年度下期（平成 21 年 10 月から平成 22 年 3 月まで）に、名古屋地方裁判所（本庁・一

宮並びに岡崎支部扱い。豊橋支部扱いは除く）において、競売の開札日が到来した物件の分析を
行った。開札期日到来物件数なので、地裁の発表する競売申立受理件数とは異なる。 

     
―――――――目次――――――― 

 

☆開札動向 

Ⅰ 開札件数                      ・・・・・・・・ ２ 

Ⅱ 買受可能価額                    ・・・・・・・・・ ２ 

 

☆落札動向 

Ⅲ 落札物件に対する応札者数              ・・・・・・・・・ ４ 

Ⅳ 落札件数・落札件数率                ・・・・・・・・・ ５ 

Ⅴ 落札価額、落札価額倍率（対買受可能価額）      ・・・・・・・・ ６  

  ★落札価額上位状況（個人・法人）          ・・・・・・・・・７    

Ⅵ 公的地価変動率と落札価額倍率（対売却基準価額）   ・・・・・・・・ ７ 

Ⅶ 地域別買受可能価額別落札状況            ・・・・・・・・・ ８ 

Ⅷ 競売取り下げ状況                  ・・・・・・・・１０ 

 

              

  

☆まとめ 

 
○開札状況 
  ・開札件数は４期連続の増加。特に今期は前期比 2 割増。 
  ・「土地付建物」と「マンション」が多い。 
 
○ 落札状況 

・ 応札者数は前期に比べ大幅に増加（4 割増）。人数を把握している H12 年以降では最

多。特に「マンション」への応札が多い。 
・ 落札件数率、落札価額倍率も上昇。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


